
みなと緑地ＰＰＰ・みなとオアシスを推進

国土交通省　港湾局長

　稲田　雅裕

「海の日」に寄せて

（８）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　７月１２日　（金曜日）
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７
月

日
は
海
の
日

１

９
９
５
年

海
洋
国
日
本
の

繁
栄
を
願
い

祝
日
と
し
て

制
定
さ
れ
た
１
８
７
６
年


明
治
天
皇
が
灯
台
巡
視
船
・

明
治
丸
に
乗
船
し
東
北
地
方

を
巡
幸

青
森
か
ら
函
館
経

由
で
７
月

日
横
浜
港
に
帰

着
し
た
日
を
祝
う
﹁
海
の
記

念
日
﹂
に
由
来
す
る

本
企

画
で
は

稲
田
雅
裕
国
土
交

通
省
港
湾
局
長
の
メ

セ


ジ
の
ほ
か

港
湾
環
境
整
備

計
画
制
度
︵
み
な
と
緑
地
Ｐ

Ｐ
Ｐ
︶
認
定
第
１
弾
・
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｉ
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
︵
神

戸
市
︶
の
取
り
組
み

庄
司

る
り
海
上
・
港
湾
・
航
空
技

術
研
究
所
︵
う
み
そ
ら
研
︶

理
事
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ



を
紹
介
す
る


　平素より、港湾行政の円滑な推進にご理解とご協力を賜っておりますこ
と、厚く御礼申し上げます。
　発災から早や半年が経過した能登半島地震により、多くの港湾が甚大な
被害を受けました。全ての被災された皆様に、心からお見舞いを申し上げ
ます。発災翌日の１月２日より、港湾法に基づき、６港の港湾施設の一部
管理を、２月１日には８港２海岸について、大規模災害復興法に基づき、
本格的な復旧作業を国土交通省が代行して進めることとしました。引き続
き地域の皆さまの生業の再開に向けた港湾機能の復旧と復興に全力で取り
組んでまいります。また、今般の地震を踏まえた本年７月の港湾の防災・
減災対策に関する審議会の答申等を踏まえ、大規模な災害への備え、港湾
の気候変動への適応等を推進してまいります。
　さて、「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う」こと
を趣旨とする「海の日」に寄せて、最近の我が国の港湾行政を巡る動向に
ついて述べさせていただきます。

　我が国の国際競争力強化やサプライチェーンの強靱化のため、国際コン
テナ戦略港湾政策を引き続き推進するとともに、国際バルク戦略港湾をは
じめ、民間投資の誘発や集積した産業の効率化、モーダルシフトや農林水
産物・食品の輸出拡大等に資する港湾の整備を積極的に推進してまいりま
す。
　また、港湾の現場における生産性向上、働き方改革、災害時の早期対応
を実現するため、「ヒトを支援するＡＩターミナル」の社会実装、サイバー
ポートの構築など、港湾におけるＤＸを加速するとともに、港湾のサイバー
セキュリティ対策の強化に取り組みます。
　さらに、カーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）の形成を推進するとと
もに、藻場・干潟など「ブルーインフラ」の保全・再生・創出に取り組み
ます。洋上風力発電についても、本年５月に設置した浮体式洋上風力発電
の海上施行等に関する官民フォーラム等を生かし、導入促進に積極的に取
り組んでまいります。
　日本におけるクルーズ再興に向け、受入環境整備や地域経済効果を最大
化させるための取組等を推進します。また、みなと緑地ＰＰＰやみなとオ
アシスのさらなる活用などに積極的に取り組み、「みなと」を核としたに
ぎわいの創出に努めてまいります。
　このほか、資源循環の促進、港湾工事に不可欠な作業船の確保など、港
湾を巡る期待や課題は極めて大きいと感じております。今後とも海洋国日
本の発展を支える港湾の、より一層の機能強化に全力を挙げて取り組んで
まいります。
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みなと緑地ＰＰＰ認定初弾

※みなと緑地ＰＰＰ
　年月に成立した改正港湾法に

基づき、港湾緑地などで民間事業者
が収益施設の整備と当該施設から得

られる収益を還元して緑地などのリ
ニューアルなどを実施する。

　
改
正
港
湾
法
に
基
づ
い
た
港
湾

環
境
整
備
計
画
制
度
︵
※
み
な
と

緑
地
Ｐ
Ｐ
Ｐ
︶
の
初
認
定
事
例
と

な
る
﹁
新
港
第
二
突
堤
緑
地
港
湾

環
境
整
備
計
画
﹂
︵
神
戸
市
中
央

区
︶
が
神
戸
市
ウ
オ

タ

フ
ロ

ン
ト
エ
リ
ア
で
進
む

新
港
第
２

突
堤
に
新
ア
リ

ナ
を
建
設
す
る

﹁
新
港
突
堤
西
地
区︵
第
二
突
堤
︶

再
開
発
事
業
﹂
︵
神
戸
ア
リ

ナ

プ
ロ
ジ

ク
ト
︶
と
一
環
で
実
施

さ
れ
て
い
る

物
流
拠
点
が
沖
合

へ
移

て
低
利
用
化
し
て
い
た
同

エ
リ
ア
を
に
ぎ
わ
い
拠
点
と
し
て

有
効
活
用
す
る
た
め

エ
リ
ア
内

各
所
で
再
開
発
が
行
わ
れ
て
い

る


　
神
戸
ア
リ

ナ
プ
ロ
ジ

ク
ト

は

ク
ラ
ウ
ド
サ

ビ
ス
を
軸
に

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
や
ス
マ

ト
シ

テ


な
ど
を
手
掛
け
る
ス
マ


ト
バ
リ


︵
大
阪
市
中
央
区


渋
谷
順
社
長
︶

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

︵
東
京
都
千
代
田
区

前
田
義
晃

社
長
︶

Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発
︵
東

京
都
千
代
田
区

池
田
康
社
長
︶

の
３
社
コ
ン
ソ

シ
ア
ム
が
ア
リ


ナ
を
民
設
民
営
す
る
事
業

運

営
は
ス
マ

ト
バ
リ


と
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
が
設
立
し
た
Ｏ
ｎ
ｅ
　

Ｂ
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
︵
神

戸
市
中
央
区

渋
谷
順
社
長
︶
が

手
が
け
る

２
０
２
４
年
２
月


ア
リ

ナ
と
併
せ

ア
リ

ナ
周

辺
の
港
湾
緑
地
を
Ｏ
ｎ
ｅ
　
Ｂ
ｒ

ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
が
一
体
運

営
す
る
計
画
を

み
な
と
緑
地
Ｐ

Ｐ
Ｐ
の
国
内
第
１
号
と
し
て
神
戸

市
が
認
定

新
港
第
二
突
堤
緑
地

港
湾
環
境
整
備
計
画
と
し
て

市

か
ら

年
間
土
地
を
借
り
受
け


日
常
的
な
に
ぎ
わ
い
創
出
と
来
訪

者
の
利
便
性
向
上
を
図
る


　
新
ア
リ

ナ
は
収
容
人
数
１
万

人
規
模
で

２
７
０
度
を
海
に
囲

ま
れ
た
日
本
初
の
ア
リ

ナ
と
な

る

年
４
月
に
完
成
す
る
予
定


男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ

ト
ボ

ル
チ


ム
﹁
神
戸
ス
ト

ク
ス
﹂
の
ホ


ム
ア
リ

ナ
と
し

プ
ロ
ス
ポ


ツ
の
イ
ベ
ン
ト
や
国
内
外
ア


テ

ス
ト
の
コ
ン
サ

ト

ｅ
ス

ポ

ツ
大
会
な
ど
の
会
場
と
な
る

ほ
か

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
︵
国
際
的
な
イ

ベ
ン
ト
︶
機
能
も
備
え
る

名
称

は
﹁
ジ

ラ
イ
オ
ン
ア
リ

ナ
神

戸
﹂
に
決
ま

て
い
る


　
Ｏ
ｎ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
は

ア
リ

ナ
を
中
核
と

し
て
緑
地
と
商
業
施
設
で
構
成
す

る
新
港
第
二
突
堤
全
体
の
エ
リ
ア

の
愛
称
を
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｉ
︵
と


て
い
︶
﹂
と
命
名

突
堤
先
端

の
海
際
広
場
を
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｉ

　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
﹂
と
名
付
け
た

Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｉ
は

主
要
タ

ミ
ナ

ル
駅
の
三
宮
︵
神
戸
市
中
央
区
︶

か
ら
徒
歩
圏
内
で

神
戸
空
港
や

新
幹
線
停
車
駅
の
新
神
戸
駅
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
だ


　
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｉ
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
は

広
場
中
央
に
緑
の
丘
を
模
し
た
建

築
物
︵
Ｓ
造
２
階
建
て
延
べ
約
９

０
０
平
方

︶を
整
備
し
滞
在
空

間
や
飲
食
店
舗
な
ど
を
設
け
る


突
堤
先
端
の
限
ら
れ
た
ス
ペ

ス

を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め

緑

化
し

全
天
候
型
の
建
築
物
を
建

設
す
る

緑
の
丘
を
模
し
た
建
物

の
屋
根
は

屋
外
イ
ベ
ン
ト
時
は

観
覧
席
と
な
る

建
物
内
に
は
商

業
空
間
機
能
を
備
え

バ

ベ
キ



施
設
や
ビ

ル
醸
造
所
併
設

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
飲
食
店
舗
が

入
居
予
定
だ


　
運
営
を
手
が
け
る
Ｏ
ｎ
ｅ
　
Ｂ

ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
渋
谷

樹
ベ
ニ


マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
デ


ビ
ジ

ン
・
マ
ネ

ジ


は

﹁
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
︵
外
国
人
旅
行

客
︶
だ
け
で
な
く

国
内
の
旅
行

客
や
地
元
の
方
々

バ
ス
ケ
チ


ム
の
フ

ン
の
方
々
に
も
愛
さ
れ

る
場
所
に
な

て
ほ
し
い
﹂
と
話

す

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ

ト
フ



ム
も
生
か
し
な
が
ら
﹁
ご
当
地
マ

ル
シ

や
子
育
て
世
代
の
コ
ミ


ニ
テ


づ
く
り
を
促
進
す
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
も
予
定
し

て
い
る
﹂
と
し

さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
通
じ
て
将
来
に
わ
た


て
人
が
来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
場

所
と
し
て
い
き
た
い
考
え
だ


　
現
在

認
定
第
１
号
の
神
戸
港

新
港
第
二
突
堤
緑
地
に
続
き

大

阪
港
此
花
地
区
常
吉
西
臨
港
緑
地

も
認
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か

福
岡

市
や
沖
縄
県
宮
古
島
市
な
ど
が
同

制
度
を
活
用
し
た
再
開
発
事
業
を

検
討
し
て
い
る

景
観
や
ア
ク
セ

ス
性
の
高
さ
と
い

た
港
の
地
理

的
ポ
テ
ン
シ

ル
を
生
か
し
た
魅

力
あ
る
空
間
づ
く
り
が
今
後
も
進

む


　
︵
パ

ス
は
Ｏ
ｎ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
　
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
提
供
︶



　海の日

海上・港湾・航空技術研究所　理事長　庄司　るり氏

（９） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　７月１２日　（金曜日）

建
設
産
業
と
の

連
携
加
速
へ

　
四
海
に
囲
ま
れ
た
わ
が
国
に
と

て

暮
ら
し

や
社
会
・
経
済
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で


海
と
密
接
に
関
わ

て
い
る

そ
れ
だ
け
に

海

で
発
生
し
た
過
去
の
事
象
の
分
析
や
海
を
巡
る
研

究

海
を
利
用
す
る
技
術
の
開
発
は
文
明
社
会
に

と

て
重
要
な
要
素
だ

﹁
海
の
日
﹂
を
機
に


海
上
・
港
湾
・
航
空
技
術
研
究
所︵
う
み
そ
ら
研
︶

の
庄
司
る
り
理
事
長
に

港
湾
空
港
分
野
の
諸
課

題
を
中
心
に
話
を
聞
い
た


　（しょうじ・るり）年東京
商船大（現東京海洋大）大学院商
船学研究科修了、オーシャンルー
ツ入社。年東京商船大航海学科
助手。講師、准教授、教授などを
経て、年東京海洋大副学長。
年東京海洋大理事・副学長（学
生支援・広報担当）。年４月か
ら現職。東京都出身。

国交省施策を支援
港湾空港技術研究所の実験施設

資料提供海上・港湾・航空技術研究所

Interview��������������������������������������������������������������������年ＣＮや災害対応など

　


現
下

ど
う
い

た
課
題
が
あ
る
か


　
﹁
う
み
そ
ら
研
は
２
０
１
６
年
４
月
に

運

輸
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
や
海
洋
の
利
用
推

進
な
ど
を
技
術
面
か
ら
支
え
る
の
を
目
的
に


海
上
技
術
安
全
研
究
所

港
湾
空
港
技
術
研
究

所
電
子
航
法
研
究
所
が
統
合
し
て
発
足
し
た


現
在
９
年
目
を
迎
え
る
国
立
研
究
開
発
法
人

で

３
研
究
所
統
合
の
シ
ナ
ジ

効
果
の
発
現

が
目
下
の
課
題
だ

国
立
研
究
開
発
法
人
は


５

７
年
で
達
成
す
る
べ
き
中
長
期
目
標
を
主

務
大
臣
︵
国
土
交
通
大
臣
︶
が
定
め
る
こ
と
に

な

て
お
り

現
在


年
度
か
ら
の
第
２
期

中
長
期
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
口
減
少

や

自
然
災
害

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
と
し
た
社
会

の
変
化


年
カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
︵
Ｃ

Ｎ
︶

Ｄ
Ｘ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

国
交
省
の
施
策
を
支

え
る
研
究
と
合
わ
せ
て

研
究
者
個
人
が
関
心

を
持
つ
テ

マ
を
研
究
す
る
こ
と
で

研
究
能

力
の
向
上
に
つ
な
が
る
﹂

　
﹁
中
で
も
脱
炭
素
化
へ
の
対
応
と

災
害
・

事
故
へ
の
対
応
を
重
視
し
て
い
る


年
Ｃ
Ｎ

の
実
現
に
向
け
て

船
舶
分
野
で
は
ゼ
ロ
エ
ミ


シ

ン
船
の
実
現
や
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
な

ど
の
燃
焼
解
析
技
術
を
は
じ
め
と
し
た
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
技
術
の
高
度
化

港
湾
・
空
港
分

野
で
は
干
潟
・
藻
場
な
ど
の
沿
岸
生
態
系
を
造

成
・
保
全
・
活
用
す
る
た
め
の
研
究
開
発

ブ

ル

カ

ボ
ン
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

の
普

及
に
お
け
る
技
術
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

研
究
開
発

航
空
管
制
分
野
で
は
二
酸
化
炭
素

︵
Ｃ
Ｏ

︶
排
出
量
削
減
に
つ
な
が
る
飛
行
経

路
設
定
の
変
更
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
高
度
化
や
長
寿
命
化


Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

ロ
ボ

ト
技
術
・
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
導
入
な
ど
も
必
須
だ

合
わ
せ
て

分
野

横
断
的
に
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
に
向
け
た
検

討
に
力
を
入
れ
て
い
る
﹂

　


四
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
で
あ
る
わ
が
国

は

ポ
テ
ン
シ

ル
の
高
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ


と
し
て
洋
上
風
力
発
電
へ
の
期
待
が
大
き
い


　
﹁
洋
上
風
力
発
電
に
は
着
床
式
と
浮
体
式
の

２
種
類
が
あ
り

浮
体
式
で
は
検
査
の
技
術
基

準
・
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
に
向
け
た
検

討

着
床
式
で
は
風
・
波
・
地
震
の
同
時
作
用

時
の
挙
動
特
性
の
解
明
な
ど
の
課
題
が
あ
る


現
在

浮
体
式
の
研
究
に
力
を
注
い
で
お
り


浮
体
式
の
発
電
設
備
を
海
上
構
造
物
と
捉
え
る

と
海
上
技
術
安
全
研
究
所
が

海
上
工
事
の
視

点
で
は
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
が

そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
取
り
組
ん
で
い
る


浮
体
式
発
電
設
備
を
大
量
導
入
す
る
に
は

組

み
立
て
・
設
置
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
海
上
施
工


関
連
船
舶
に
関
す
る
課
題
が
考
え
ら
れ
る
た

め

国
交
省
が
５
月

日
に
﹃
浮
体
式
洋
上
風

力
発
電
の
海
上
施
工
等
に
関
す
る
官
民
フ



ラ
ム
﹄
を
立
ち
上
げ
た

う
み
そ
ら
研
で
は
こ

の
フ


ラ
ム
に
８
人
の
研
究
者
を
参
加
さ
せ

て
お
り

専
門
性
を
生
か
し
て
検
討
に
貢
献
し

た
い
﹂

　


研
究
機
関
と
し
て

災
害
・
事
故
対
応

は
ど
う
い

た
内
容
か


　
﹁
地
震
・
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
の
対
応
で

も

研
究
者
の
専
門
性
を
生
か
し
た
内
容
に
取

り
組
ん
で
い
る

こ
と
し
正
月
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
で
は

所
内
に
﹃
能
登
半
島
地
震

対
応
技
術
支
援
チ

ム
﹄
を
設
置
し
た
ほ
か


テ

ク
フ


ス
︵
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
︶

と
し
て
延
べ

人
を
現
地
に
派
遣
し
た

地
震

に
よ
る
被
災
港
湾
の
評
価
技
術
を
活
用
し
て


迅
速
な
着
岸
可
否
判
断
や

応
急
・
復
旧
の
総

合
的
な
技
術
支
援
を
行

て
い
る

国
交
省
北

陸
地
方
整
備
局
が
設
置
し
た
﹃
能
登
半
島
地
震

被
災
港
湾
施
設
復
旧
技
術
検
討
会
﹄
に
も
５
人

の
研
究
者
が
参
加
し
て

復
旧
方
針
の
策
定
に

尽
力
し
た
﹂

　


２
年
目
に
入

た
第
２
期
中
長
期
目
標

期
間
の
こ
れ
ま
で
の
進
捗
は


　
﹁
港
湾
空
港
分
野
で
は

▽
沿
岸
域
に
お
け

る
災
害
の
軽
減
と
復
旧
▽
沿
岸
・
海
洋
環
境
の

形
成
・
保
全
・
活
用
と
脱
炭
素
社
会
の
構
築
▽

経
済
と
社
会
を
支
え
る
港
湾
・
空
港
の
形
成
▽

情
報
化
に
よ
る
技
術
革
新
の
推
進

の
４
本
柱

に
取
り
組
ん
で
い
る

災
害
の
軽
減
と
復
旧
に

関
し
て

昨
年
度

長
年
に
わ
た
る
過
去
の
地

震
被
害
調
査
で
培

た
知
見
を
活
か
し
た
迅
速

な
着
岸
可
否
判
断
の
支
援
に
よ
り
国
交
省
の
み

な
ら
ず

自
衛
隊

そ
の
他
の
機
関
の
緊
急
支

援
に
大
き
く
貢
献
し
た

ま
た

港
湾
を
対
象

と
す
る
津
波
と
高
潮
の
シ
ミ

レ

シ

ン
の

大
幅
な
精
度
向
上
に
資
す
る
﹃
ネ
ス
テ

ン
グ

を
含
め
た
フ
ル
ア
ジ

イ
ン
ト
モ
デ
ル
﹄
と
い

う
新
た
な
モ
デ
ル
を
開
発
し

水
位
変
動
の
計

算
精
度
の
大
幅
な
向
上
を
実
現
し
た
﹂

　
﹁
沿
岸
・
海
洋
環
境
の
形
成
・
保
全
・
活
用

に
関
す
る
研
究
開
発
で
は

海
岸
構
造
物
の
設

計
や
維
持
浚
渫
の
効
率
化
に
向
け
た
海
底
土
砂

移
動
の
予
測
精
度
向
上
に
関
す
る
研
究

生
物

共
生
型
港
湾
構
造
物
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る

脱
炭
素
社
会
の
構
築
を
支
援
す
る

技
術
の
研
究
開
発
で
は

ブ
ル

カ

ボ
ン
生

態
系
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

吸
収
量
の
推
定
手
法
の
確

立
や

港
湾
工
事
に
お
け
る
工
種
ご
と
の
Ｃ
Ｏ


排
出
量
の
推
定
手
法
検
討
な
ど
を
実
施



年
度
の
わ
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
・
吸
収

量
の
算
定
で
は

当
研
究
所
が
開
発
し
た
推
計

手
法
が
活
用
さ
れ
た

こ
と
し
４
月
の
国
連
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
︵
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
︶
事
務

局
へ
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
・
吸
収
量
の
報
告

に
お
い
て
わ
が
国
で
は
初
め
て

藻
場
に
よ
る

吸
収
量
が
約

万

と
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き

た
﹂

　


３
本
目
の
柱
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
関
連
で

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
か


　
﹁
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
関
し
て
は

港
湾
構

造
物
の
設
計
に
必
要
な
波
浪
観
測
の
新
た
な
計

測
手
法
の
開
発
や

リ
サ
イ
ク
ル
材
な
ど
新
素

材
を
用
い
た
設
計
法
の
検
討
と
い

た
研
究
開

発
を
進
め
て
い
る

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
で

は

材
料
の
長
寿
命
化
や
品
質
確
保
・
向
上
に

よ
る
長
寿
命
化
の
研
究

施
設
の
補
修
補
強
技

術
の
開
発

既
存
施
設
の
残
存
性
能
評
価
に
関

す
る
研
究
開
発
を
行

て
い
る
﹂

　
﹁
４
本
目
の
柱
で
あ
る
情
報
化
と
し
て

水

中
施
工
や
点
検
作
業
の
機
械
化
・
自
動
化
に
向

け
た
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
昨
年
度


水
中
機
械
化
施
工
管
理
ツ

ル
を
実
海
域
に
近

い
環
境
で
実
験
し
た

水
中
バ

ク
ホ
ウ
の
測

位
情
報
の
取
り
込
み
や
２
台
の
水
中
バ

ク
ホ

ウ
の
連
携
作
業

遠
隔
操
作
な
ど
の
実
験
を
行

い

実
海
域
で
の
運
用
・
実
用
化
に
向
け
て
大

き
く
前
進
し
た
﹂

　


﹁
海
の
日
﹂
に
あ
わ
せ

一
言


　
﹁
う
み
そ
ら
研
は
こ
れ
ま
で

海
洋
利
用
の

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
構
築
に
関
す
る
研
究
に
取
り

組
ん
で
き
た

建
設
産
業
界
と
の
共
同
研
究
や

連
携
で
成
果
の
挙
げ
ら
れ
た
も
の
も
多
い

人

口
減
少
に
伴
う
人
手
不
足

自
然
災
害
対
応


イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化


年
Ｃ
Ｎ

Ｄ
Ｘ
推
進

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り

海

洋
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
に
関
す
る
技
術
力
を
元

に

今
後
も
一
層
の
連
携
を
図

て
い
た
だ
け

る
よ
う
期
待
し
て
い
る

７
月

日
に
は

港

湾
空
港
技
術
研
究
所
の
研
究
施
設
を
一
般
公
開

す
る
予
定
な
の
で

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に

海
の
素
晴
ら
し
さ
と
可
能
性
を
伝
え
た

い
﹂



